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① 申請者 
◎伊丹市、尼崎市、西宮

市、芦屋市、神戸市 
② タイプ 

 地域型 / シリアル型 

 Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ 

③ タイトル 

（ふりがな） 「いたみもろはく」と「なだのきいっぽん」 くだりざけがうんだめいじょうち、いたみと
なだごごう 

「伊丹諸白」と「灘の生一本」 

下り酒が生んだ銘醸地、伊丹と灘五郷 

④ ストーリーの概要（２００字程度） 

 

江戸時代、伊丹
い た み

・西宮
にしのみや

・灘
なだ

の酒造家たちは、優れた技術、良質な米と水、酒輸送専用の樽
たる

廻船
かいせん

に

よって、「下
くだ

り酒
ざけ

」と称賛された上質の酒を江戸へ届け、清酒のスタンダードを築きました。酒造

家たちの技術革新への情熱は、伝統ある酒蔵としての矜持
きょうじ

と進取
しんしゅ

の気風
き ふ う

を生み、「阪神間
はんしんかん

」の文化

を育みました。 

六
ろっ

甲山
こうさん

の風土と人に恵まれたこの地では、水を守り米を育てる人々、祭りに集う人々、酒の香
か

漂

う酒造地帯を訪れ、蔵
くら

開
びら

きを楽しむ人々が共にあり、400 年の伝統と革新の清酒が造られています。 

 

 

 

 

   

           

   

 

 

 

 

 

       

   

 

 

現存する日本最古の酒蔵 

「旧岡
きゅうおか

田家
だ け

住宅
じゅうたく

・酒蔵
さかぐら

」 

さまざまな酒造会社が樽
たる

廻船
かいせん

の模型や 

実際に使われていた酒造道具等を展示 

酒造りの天与
て ん よ

の霊水
れいすい

 

湧き出る「宮
みや

水
みず

」 

至る所で清酒文化活性化の取組みがなされている 
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猪名川

藻川

至 京都

至 西宮

鴻池

（様式１‒２)

駄六川

2 km0 1

3

6

5

白雪
老松

伊
丹
郷
町

12
410

41

伊丹市
構成文化財の位置図

9
8 7
2
1

44

45

大阪国際空港

3 鴻池稲荷祠碑

4 旧岡田家住宅   附  棟札、釡屋及び洗い場    搾り場

小西酒造「長寿蔵」（白雪ブルワリービレッジ長寿蔵）6

12 有岡城跡・伊丹郷町遺跡

41 摂州伊丹酒樽銘鑑

8 近衞家会所関係資料

9 小西新右衞門氏文書

10 伊丹・酒造用具及び関係資料

1 摂津名所図会

7 酒樽・桶づくり用具一式 （樽丸づくり用具 を含 む）

2 日本山海名産図会

44 芭蕉短冊他俳諧資料（（公財）柿衞文庫）

45 なぎなた（修武館）

5 旧石橋家住宅　伊丹郷町遺跡発掘調査出土品等

※

※

※

※

※

※

※

※①②⑦⑧⑨⑩41は伊丹市立博物館
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至 伊丹

至 大阪至 神戸 武庫川

夙川

2 km0 1

西
宮
港 今

津
港

今
津
郷

大関
扇正宗

德若
島美人
寳娘
灘一
白鹿
白鷹
金鷹
喜一
灘自慢
日本盛

西
宮
郷

1819
4933

37

35

21
14

48

34

20

※西宮市・神戸市広域にわたる構成文化財13 17

54

32

17 灘五郷・酒造り唄 ※

※兵庫県の酒造習俗13

14 宮水発祥之地碑   宮水井   宮水地帯

18 西宮郷・白鹿辰馬本家酒造本蔵　釡場遺構

19 灘の酒造用具一式   附   酒造用桶・樽づくり道具一式
（(公財)白鹿記念酒造博物館）

20 西宮神社嘉永橋

33 樽廻船関係資料（西宮市立郷土資料館）

34 灘酒造業関係史料（関西学院大学図書館）

35 史蹟當舎屋金兵衛港湾修築碑（西宮港）

37 今津燈台    附立札

48 絹本著色安倍仲麻呂明州望月    円通大師呉門隠棲図ほか多数 
（(公財)辰馬考古資料館）

54

49 旧辰馬喜十郎住宅

21 西宮神社瑞寶橋

32 西宮郷・白鷹酒造用具

西宮郷・白鷹辰馬家生活文化資料



住吉川
石屋川

生田川

都賀川

湊川

至 芦屋

5 km0 1 2 3 4

白鶴
菊正宗
剣菱
戎面
福寿

仙介・琥泉
大黒正宗
甲南漬

御
影
郷

千代田蔵
松竹梅・白壁蔵
浜福鶴
櫻正宗

魚
崎
郷

金盃
沢の鶴

西
郷

兵
庫
津

至  神戸空港

新
神
戸
駅

47

51 43

46

31

36 28
29

22
23

25
2426

27

30

11

※西宮市・神戸市広域にわたる構成文化財13 17

53

52

（様式１‒２)

11 津国屋永代帳（剣菱酒造株式会社）

17 灘五郷・酒造り唄 ※

22 魚崎郷・櫻正宗山邑家酒造用具 、
酒造関連資料

23 魚崎郷・浜福鶴酒造用具

24 灘の酒造用具（菊正宗酒造記念館）

25 御影郷・菊正宗嘉納家酒関連資料及び
樽酒マイスターファクトリー

26 御影郷・白鶴旧本店壱号蔵　
出土遺構・遺物    白鶴酒造用具

27 御影郷・神戸酒心館酒造用具

28 沢の鶴株式会社大石蔵附灘 の
酒造用具一式    槽場遺構

29 灘の酒樽製作技術
（灘の酒樽製作技術保存会）

30 兵庫津・樽屋権兵衛家
酒樽・桶づくり道具一式

31 兵庫津・酒造稼名前帳
（神戸市立博物館）

36 敏馬神社弁財船絵馬

46 賢愚経残巻 （大聖武）甲巻  四百六十一行　
乙巻  五百三行  ほか多数
（（公財）白鶴美術館）

43 神戸大学海事博物館　樽廻船資料

47 白鶴美術館本館 、白鶴美術館事務棟 、
白鶴美術館土蔵 、白鶴美術館茶室 （崧庵）

51 私立灘中学校・高等学校本館

52 甲南漬資料館（旧高嶋家住宅主屋）

53 御影公会堂

13 ※兵庫県の酒造習俗



至 神戸 至 大阪

至 伊丹

（様式１‒２)

2 km0 1

39

39

42

38

40

武庫川

猪名川

神崎川

左門殿川

藻川

尼崎市
構成文化財の位置図

38 神崎金毘羅 さんの石灯籠

39 菰樽づくり技術（岸本吉二商店、矢野三蔵商店）

40 矢野家住宅

42 摂州酒樽薦銘鑑（尼崎市立文化財収蔵庫）
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1 km0

50

15

16

芦屋川

至 神戸

至 伊丹

構成文化財の位置図

芦屋市

15 芦屋川の文化的景観

16 芦屋川水車絵図（芦屋市立美術博物館）

50 旧山邑家住宅 （淀川製鋼迎賓館）
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ストーリー 

１「澄み酒」の出現と「伊丹諸白」 

六
ろっ

甲山
こうさん

を西に望む「伊丹」。伊丹市鴻池
こうのいけ

に建つ碑
ひ

に、「鴻池家は酒造によって財をなし，慶長 5年

（1600 年）から 200 年も続いている。その初代は幸元
ゆきもと

で山中鹿之
し か の

介
すけ

の子であると言われている。鴻池

家は，はじめて清酒諸白
もろはく

を製造し，江戸まで出荷した。」と刻まれています。白く濁った「濁
にご

り酒
ざけ

」で

はない「澄
す

み酒
ざけ

」が生み出された、「清酒発祥の地・伊丹」を伝える伝承です。 

 江戸では、関西・上方
かみがた

から送られた諸産物を「下
くだ

り物
もの

」として好みました。なかでも酒は、「下
くだ

り

酒
ざけ

」として歓迎されました。とりわけ伊丹の酒は、麹
こうじ

と掛
かけ

米
まい

両方に精白米を惜しみなく使ったことか

ら「伊丹
い た み

諸白
もろはく

」と呼ばれて珍重され、江戸で人気を博しました。 

 江戸時代の名所案内記『摂津
せ っ つ

名所
めいしょ

図会
ず え

』に「名産伊丹酒」として、 

「伊丹には造り酒屋が 60軒余りある。どの酒屋も美酒を数千
すうせん

石
ごく

造 

り、全国各地に送り出している。銘柄
めいがら

を印した菰
こも

樽
だる

を神崎
かんざき

に送り、 

そこから廻船
かいせん

に積んで多くが関東へ送られる。」と記され、下り酒 

の名産地、江戸
え ど

積
づ

み酒造
しゅぞう

・伊丹の名を馳
は

せました。 

地域の文化財を愛し四半世紀の歴史を誇る「伊丹市文化財ボラン 

ティアの会」のガイドで、我が国最古の酒蔵・商家
しょうか

が残る重点景観 

形成区域「伊丹郷町
いたみごうちょう

」や清酒発祥の碑などの文化財を訪れ、清酒発 

祥の地・伊丹を体感することができます。 

２ 六甲山の恵みと丹波杜氏が生んだ「灘の生一本」 

 ここは、「灘五
な だ ご

郷
ごう

」。六甲山の麓、西宮市の今津
い ま づ

郷
ごう

・西宮
にしのみや

郷
ごう

から、神戸市
こ う べ し

東灘区
ひがしなだく

の魚崎
うおざき

郷
ごう

・御影
み か げ

郷
ごう

・灘区
な だ く

西郷
にしごう

へと続く東西 12 ㎞に及ぶ日本最大の清酒酒造地帯は今日
こんにち

、「灘五郷」と呼ばれ、その酒は「灘
なだ

の

生一本
き い っぽ ん

」で知られます。現在約 25％のシェア、我が国清酒の 4本に 1本が灘五郷の酒です。 

伊丹から清酒造りを導入した西宮・灘の酒蔵は、背後にそびえる六甲山から多くの恵みを得、下り酒

の産地として台頭します。 

 六甲山の東南麓、西宮郷で汲み上げる伏流
ふくりゅう

水
すい

「宮
みや

水
みず

」は、酒造り 

の天与
て ん よ

の霊水
れいすい

といわれ、淡
たん

麗
れい

な「灘
なだ

の男
おとこ

酒
ざけ

」を生みました。新酒の 

仕込みが始まる 10月、「宮水まつり」として宮水が発見された「梅
うめ

 

の木
き

井戸
い ど

」の地に立つ「宮水発祥之地
みやみずはっしょうのち

碑
ひ

」の前で、時代装束をまと 

った各酒造会社代表が神事に参列したあと西宮
にしのみや

神社
じんじゃ

に向かい、え 

べっさんの酒
さけ

醸造
じょうぞう

祈願
き が ん

祭
さい

を行います。西宮市宮水保全条例の制定な 

ど、都市開発との調和を図りながら、蔵元
くらもと

・市民・自治体が共に水 

質の保全に取り組んでいます。 

 灘の生一本と共に育った最良の酒
さか

米
まい

として知られる「山田
や ま だ

錦
にしき

」は、昭和 11 年（1936 年）、兵庫県立

農業試験場で誕生しました。現在、山田錦は蔵元と農村が生産契約を結ぶ「村
むら

米
まい

」制度のもと、気候・

土壌が栽培に適した六甲山の北側に広がる水田地帯で大切に育てられています。西宮郷・白鷹
はくたか

辰
たつ

馬家
う ま け

を

はじめ各蔵では、山田錦の田植え・稲刈り体験公開講座を通して栽培農家と清酒を愛する人々との懇親

を今も深めています。 

 酒米の精白には、六甲山を流れ下る芦屋
あ し や

川
がわ

などの急流を利用した大規模な水車を用いました。人力
じんりき

足踏
あ し ぶ

み臼
うす

の精米に比べ、高い精白度の酒米を大量に得られるため、質・量ともに安定した清酒の生産が

可能になりました。 

 酒造りの職人「蔵人
くらびと

」は、六甲山の北、丹波
た ん ば

地方に求めました。丹波
た ん ば

杜 氏
とじ（とうじ）

です。丹波杜氏は、厳冬

期に仕込む「寒造
かんづく

り」、発酵を促す「三段
さんだん

仕込
じ こ

み」、淡麗な味を生む酒造法の確立など、酒造りの技術を

磨き、道具に改良を重ね、現代の清酒につながる酒造りのスタンダードを築きました。 

現存する日本最古の酒蔵 

 「旧 岡
きゅうおか

田家
だ け

住 宅
じゅうたく

・酒蔵
さかぐら

」に展示される

酒造道具等の見学 

えべっさんの酒
さけ

醸 造
じょうぞう

祈願
き が ん

祭
さい

を行うため

西 宮
にしのみや

神社
じんじゃ

本殿まで練り歩く 
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蔵人から蔵人へ伝承されている酒造
さけづく

り唄
うた

には、秋洗
あきあら

い唄
うた

、酛
もと

摺
す

り唄
うた

、仕舞
し ま

い唄
うた

、三本
さんぼん

櫂
がい

などがあり、

どれも作業に合わせた民謡調の唄です。新酒を楽しむ蔵
くら

開
びら

きなどで披露されます。 

 灘五郷の伝統的な酒蔵は、六甲山から吹き降ろす冬の季節風「六 

甲おろし」を背に受けて建つ前蔵
まえくら

と大蔵
おおぐら

からなる「重
かさ

ね蔵
ぐら

」です。 

重ね蔵は、外気の影響を受けにくい一方、蔵の配置と北面の窓の工 

夫により、六甲おろしを利用した効果的な冷却・換気を可能にしま 

した。また、名高い吉野杉で造られた大桶や酒樽、キツネやサルな 

どと名づけられた酒造り用具は、酒造工程に適った高い完成度を誇 

ります。西宮郷・白
はく

鹿
しか

辰
たつ

馬家
う ま け

の「本蔵
ほんぐら

」などの酒蔵や、御影郷・菊
きく

 

正宗
まさむね

嘉
か

納家
の う け

の「灘の酒造用具」など酒造り用具の数々は、丹波杜 

氏の技を形あるものとして私たちに見せてくれます。 

３ 「下り酒」と「樽廻船」 

下り酒を江戸へ届けたのは、酒輸送専用の樽
たる

廻船
かいせん

でした。江戸時代末には、樽廻船で江戸へ下った

酒は 1年 100 万樽、江戸の酒の 8割を占めました。樽廻船は、明治になってその地位を汽船や鉄道に

譲るまで江戸へ酒を送り続け、伊丹・西宮・灘の江戸積み酒造の発展を流通から支えました。 

「新酒番
しんしゅばん

船
せん

」は、新酒を積載した樽廻船の江戸への着順を競う番
ばん

船
せん

、つまり船のレースで、西宮―

江戸間の最速記録は 57時間と伝わります。西宮で開かれる清酒の祭りでは、新酒番船を模したパレー

ドが行われ、惣一番
そういちばん

（一着）の赤いハッピを着た水
か

主
こ

たちの様子が再現されます。 

 酒を積み出した港頭に建つ、今津郷・大関
おおぜき

長部家
お さ べ け

の今津
い ま づ

灯台
とうだい

と尼崎市神崎
かんざき

の石
いし

灯
どう

籠
ろう

は、金毘羅宮
こ ん ぴ ら ぐ う

を

勧請
かんじょう

して航行の安全を祈願した常夜灯
じょうやとう

です。兵庫・西宮・大坂を 

出
しゅっ

帆
ぱん

した樽廻船は、江戸への途上、熊野灘
く ま のな だ

、遠州灘
えんしゅうなだ

など難所を航 

海します。船倉
せんそう

に積み込まれた酒樽が荒波で壊れないよう、また、 

潮風にさらされて酒の味が落ちないよう、大切に菰
こも

で包む菰
こも

樽
だる

が開 

発されました。今日
こんにち

、華やかな鏡開
かがみびら

きに欠かせない菰樽づくりは、 

尼崎市塚口
つかぐち

で全国 8割のシェアを誇り、菰
こも

樽
だる

づくり体験でにぎわい 

ます。 

４ 酒造家が育んだ文化 

 この地域に生き、この地域の発展を願った酒造家たちは、江戸積み酒造がもたらした富を芸術、文

化、教育や建築に注ぎました。白鶴
はくつる

美術館
びじゅつかん

は、御影郷・白鶴
はくつる

嘉
か

納家
の う け

が美術館設立のために収集した国

宝 2件を含む古美術コレクションを収蔵して創設されました。酒造家による芸術・文化の支援と文化

財の収集・保存の精神をよく表しています。フランク・ロイド・ライトの設計で有名な「旧山邑家
きゅうやまむらけ

住宅
じゅうたく

」は、魚崎郷・櫻
さくら

正宗
まさむね

山邑家
や ま むら け

の別邸です。灘五郷の背後、六甲山の山肌に沿うように建つこの

住宅は、この地域を愛した酒造家の進取の気風を伝える代表的な近代建築です。昭和 4年（1929 年）

建築の校舎が残る灘
なだ

中学校・高等学校は、御影郷・菊正宗
きくまさむね

嘉
か

納家
の う け

･白鶴嘉納家、魚崎郷・櫻正宗山邑家

の人材育成の志を受けて創設された学校です。 

 酒造家たちの文化への眼差しは今日
こんにち

「阪神間
はんしんかん

モダニズム」と称さ 

れる近代文化勃興
ぼっこう

の核となり、近代化への思いは阪神間の都市の骨 

格を形作りました。伊丹・灘五郷では、酒造家のコレクションを展 

示する美術館や酒蔵を利用した博物館など 20 のミュージアムで、 

地域文化興隆への思いに触れることができます。 

 多くの恵みをもたらしてくれる六甲山系の麓「阪神間」の伊丹・ 

灘五郷 28蔵は、酒造技術の継承と革新という江戸時代以来の酒蔵の 

伝統を伝え、清酒のスタンダードを築いた酒造家としての矜持
きょうじ

と進取の気風を生みました。酒造りの

人と風土に恵まれたこの地では、世界の人々に愛される多彩な清酒が造られています。 

白鶴
はくつる

旧本店
きゅうほんてん

壱号蔵
いちごうくら

での 

酒造工程立体展示 

台湾からの留学生等による 

菰
こも

樽
だる

づくりの見学 

「旧山邑家
きゅうやまむらけ

住 宅
じゅうたく

（淀川
よどがわ

製鋼
せいこう

迎賓館
げいひんかん

）」 
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ストーリーの構成文化財一覧表 

 
 

番号 
ふりがな 

文化財の名称 
(※１) 

指定等の状況 
(※２) 

ストーリーの中の位置づけ 
(※３) 

文化財の所
在地(※４) 

１ 「澄み酒」の出現と「伊丹諸白」 

① 摂津
せ っ つ

名所
めいしょ

図会
ず え

 
未指定 

(歴史資料) 

「名産伊丹酒」として、江戸積みで繁
栄した伊丹の酒造りを絵入りで伝え
る。寛政 8 年〜10 年(1796 年〜1798
年)に刊行された摂津国の名所案内
記。伊丹市立博物館ほか所蔵。 

伊丹市 

② 日本
に ほ ん

山海
さんかい

名産
めいさん

図会
ず え

 
未指定 

(歴史資料) 

伊丹は高品質の酒の発祥地であり、鴻
池(現伊丹市)の山中氏の酒蔵が江戸
積酒造のはじめである、と伝える。寛
政 11年(1799年)に刊行された全国の
名産品を図説で紹介した書物。伊丹市
立博物館ほか所蔵。 

伊丹市 

③ 鴻池
こうのいけ

稲荷
い な り

祠
し

碑
ひ

 
伊丹市指定 
(史跡) 

慶長 5年（1600年）に澄み酒醸造に成
功し、山中家繁栄の礎となったことな
どが刻まれる。山中鹿之介の長男幸元
が始祖、近代以降鴻池財閥となる。 

伊丹市 

④ 

旧岡
きゅうおか

田家
だ け

住宅
じゅうたく

 附
つけたり

棟
むな

札
ふだ

、釜屋
か ま や

及び洗
あら

い場
ば

 

搾
しぼ

り場
ば

 

国重文 
(建造物) 

 
未指定 
(史跡) 

建築年が確実な我が国最古の酒蔵(延
宝 2年・1674年)。内部に江戸積酒造
業史や伊丹郷町史の資料展示。洗い場
等発掘遺構を露出展示。伊丹市立伊丹
郷町館の中心施設で、清酒発祥の地伊
丹を象徴。 

伊丹市 

⑤ 

旧石橋家
きゅういしばしけ

住宅
じゅうたく

 

伊丹郷町
いたみごうちょう

遺跡
い せ き

発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

出土
しゅつど

品等
ひんとう

 

兵庫県指定
（建造物） 

 
未指定 

（考古資料・
歴史資料） 

伊丹郷町で酒造りも営んだ石橋家住
宅の主屋(幕末)を移築保存。建物内
に、移築時の発掘調査出土品、酒造関
係史料等を展示。「伊丹郷町クラフト
ショップ」を併設。旧岡田家住宅とと
もに伊丹市立伊丹郷町館を構成。 

伊丹市 

⑥ 

小西
こ に し

酒造
しゅぞう

「長寿蔵
ちょうじゅぐら

」 

（白雪ブルワリービレッ

ジ長寿蔵） 

未指定 
(建造物) 

伊丹・白雪小西家の酒蔵(19世紀)を曳
家し、１階はレストラン、２階で酒造
技術の展示。伊丹郷町にあり、食事と
酒造文化の観光を楽しむことができ
る。 

伊丹市 

⑦ 

酒樽
さかだる

・桶
おけ

づくり用具
よ う ぐ

一式
いっしき

（樽
たる

丸
まる

づくり用具
よ う ぐ

を

含む
ふ く

） 

兵庫県指定 
(有形民俗) 

伊丹郷町における酒造用の樽・桶製作
用具の一式。樽丸とは樽・桶の側板と
なる用材のこと。伊丹市立博物館所
蔵。 

伊丹市 
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⑧ 
近衞家
こ の え け

会所
かいしょ

関係
かんけい

資料
しりょう

 
伊丹市指定 
(歴史資料) 

江戸時代、近衞家会所に酒造家等から
選ばれた惣宿老らが集まって伊丹町
政を運営。会所に使われた瓦・調度品
などの資料。伊丹市立博物館所蔵。 

伊丹市 

⑨ 
小西
こ に し

新右
し ん う

衛門
え も ん

氏
し

文書
もんじょ

 
未指定 
(古文書) 

伊丹・白雪小西家等(天文 19年・1550
年創業)に伝わった古文書。小西家は
近世伊丹の領主近衞家の支配下で町
政を担った惣宿老役。伊丹市立博物館
寄託。（小西酒造株式会社所蔵） 

伊丹市 

⑩ 
伊丹
い た み

・酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

及
およ

び関係
かんけい

資料
しりょう

 

未指定 
(有形民俗) 
(歴史資料) 

伊丹・白雪小西家が使用した酒造用

具・酒蔵の主要建築部材・頼
らい

山陽
さんよう

揮毫

「白雪」額(店看板)など。 

頼山陽は、江戸時代後期の思想家・儒

学者・詩人で、酒を愛し、銘酒「白雪」・

「剣菱」などを手紙や詩歌でたたえ

た。小西酒造株式会社・伊丹市立博物

館所蔵。 

伊丹市 

⑪ 
津
つの

国屋
く に や

永代帳
えいたいちょう

 
未指定 

（古文書） 

近世伊丹を代表する酒銘柄「剣菱」の
最盛期から衰退期に至る、天保 8 年
（1838年）から明治 11年までの酒蔵
経営の推移を物語る重要な史料。表題
に「永代帳」、裏表紙に坂上勘三郎(屋
号は津國屋)とある。剣菱酒造株式会
社所蔵。 

神戸市 

⑫ 
有岡
ありおか

城跡
じょうせき

・伊丹郷町
いたみごうちょう

遺跡
い せ き

 

未指定 
（史跡） 

江戸積酒造業を基幹産業とし発展し
た伊丹郷町。伊丹市の中心部。酒蔵遺
構や町家遺構など、江戸時代を中心と
し遺構が残る。これまで 390次を超え
る発掘調査が行われている。伊丹郷町
地区として、景観法に基づいた「重点
的に景観形成を図る区域」に指定し、
歴史的な景観を保存。国重文旧岡田家
住宅などを含む伊丹市立伊丹郷町館
や白雪長寿蔵などが点在する。 

伊丹市 

２ 六甲の恵みと丹波杜氏が生んだ「灘の生一本」 

⑬ 兵庫県
ひょうごけん

の酒造
しゅぞう

習俗
しゅうぞく

 
国選択 

(無形文化財) 

灘五郷(西宮・灘)の酒造りに関する習
俗。宮水･酒米･水車精米･丹波杜氏･樽
廻船などにより著しい発展を遂げた
江戸積み酒造業の酒蔵における技術
と伝承。 

神戸市 
西宮市 
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⑭ 
宮水発祥之地
みやみずはっしょうのち

碑
ひ

 宮
みや

水井
み ず い

 

宮
みや

水
みず

地帯
ち た い

 

未指定 
（史跡） 

天保 11年(1840年)に魚崎郷の山邑
やまむら

太
た

左
ざ

衛門
え も ん

が宮水を発見したと伝わる梅
うめ

の木
き

井戸
い ど

の故地に立つ。宮水の取水

は、各社が管理する宮水井から行う。

一部は宮水庭園として公開。環境省選

定名水百選。西宮市宮水保全条例によ

り都市開発との調和を図る。 

西宮市 

⑮ 芦屋
あ し や

川
がわ

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

 

芦屋市指定 
（文化的景

観） 

芦屋川の水車場で使われていた石臼
が住宅の石垣の石材として残り、また
六甲山を背に国重文旧山邑家住宅が
建つなど、芦屋川沿いには地域の歴史
を物語る多数の歴史文化遺産が残っ
ている。 

芦屋市 

⑯ 芦屋
あ し や

川水車
がわすいしゃ

絵図
え ず

 
未指定 

（歴史資料） 

芦屋川にあった 22 ヶ所の水車場とそ
れらを結ぶ水路等が描かれている。水
車は酒米の精白に使用された。安政 4
年(1857 年)。芦屋市立美術博物館所
蔵。 

芦屋市 

⑰ 灘五
な だ ご

郷
ごう

・酒造
さけづく

り唄
うた

 
未指定 

（無形民俗） 

酒造りの各工程で蔵人が謡う。秋洗
あきあら

い

唄、酛
もと

すり唄、酛
もと

かき唄、水汲
み ず く

み唄、

水添
す い そ

え唄、杜氏
と う じ

祝詞
の り と

、朝の謡物
うたいもの

、風呂

上がり唄、三本
さんぼん

櫂
がい

、仕舞
し ま い

唄
うた

などがある。

灘の酒造り唄保存会(昭和 50 年結成)

伝承。 

神戸市 
西宮市 

⑱ 

西宮
にしのみや

郷
ごう

・白
はく

鹿
しか

 

辰
たつ

馬
うま

本家
ほ ん け

酒造本蔵
しゅぞうほんぐら

 

 

釜場
か ま ば

遺構
い こ う

 

未指定 

（建造物） 

 

（史跡） 

西宮郷・白鹿辰馬本家(寛文 2年・1662

年創業)の「本蔵
ほんぐら

」(明治 2年・1869年

再建)。公益財団法人白鹿記念酒造博

物館酒蔵館
さかぐらかん

として公開。酒造用具・釜

場遺構を展示。記念館では西宮郷にお

ける酒造の歴史・文化を展示。 

西宮市 

⑲ 

灘
なだ

の酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

一式
いっしき

 附
つけたり

酒造用
しゅぞうよう

桶
おけ

・樽
たる

づくり道具
ど う ぐ

一式
いっしき

 

兵庫県指定
（有形民俗） 

西宮郷・白鹿辰馬本家が伝える灘酒の
酒造用具及び酒造用の桶・樽づくり道
具の一式 517点。公益財団法人白鹿記
念酒造博物館所蔵。 

西宮市 

⑳ 西宮
にしのみや

神社
じんじゃ

嘉
か

永橋
えいばし

 
国登録 

（建造物） 

西宮郷の酒屋中が施主となって嘉永
元年（1848年）に建造した太鼓橋。西
宮神社苑池から松尾社参拝のため架
橋された。全長約 6mの花崗岩製。 

西宮市 
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㉑ 西宮
にしのみや

神社
じんじゃ

瑞
ずい

寶
ほう

橋
ばし

 
国登録 

（建造物） 

西宮郷・白鷹辰馬家初代悦叟
えっそう

が明治 40

年に奉納した太鼓橋。2代悦蔵
えつぞう

が青銅

欄干を付設改修。西宮神社苑池に架か

る石橋のひとつで、全長約 5.5m、花崗

岩製。 

西宮市 

㉒ 
魚崎
うおざき

郷
ごう

・櫻
さくら

正宗
まさむね

山邑家
やまむらけ

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

、酒造
しゅぞう

関連
かんれん

資料
しりょう

 

未指定 
（有形民俗）
（歴史資料） 

魚崎郷・櫻正宗山邑家(寛永元年・1625
年創業)の歴史を伝える酒造用具、酒
看板や酒瓶・ラベルなど酒造関連資
料。櫻正宗記念館（櫻正宗株式会社）
所蔵。 

神戸市 

㉓ 魚崎
うおざき

郷
ごう

・浜
はま

福
ふく

鶴
つる

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

 
未指定 

（有形民俗） 

魚崎郷・浜福鶴吟醸工房(株式会社小
山本家酒造)が所蔵する江戸時代以来
の酒造用具。工房で道具を展示し、伝
統的な酒造りの全工程の紹介や元蔵
人の楽しい解説を聞きながら酒の試
飲ができる。 

神戸市 

㉔ 灘
なだ

の酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

 
国重文 

（有形民俗） 

御影郷・菊正宗嘉納家(万治 2年・1659
年創業)が伝える近世～近代の酒造用
具 566点。菊正宗酒造記念館（菊正宗
株式会社）所蔵。 

神戸市 

㉕ 

御影
み か げ

郷
ごう

・菊正宗
きくまさむね

嘉
か

納家
の う け

酒
さけ

関連
かんれん

資料
しりょう

及び樽
たる

酒
さけ

マイス

ターファクトリー 

未指定 
（歴史資料）
（無形民俗）
（有形民俗） 

御影郷・菊正宗嘉納家の酒造りに関す
る資料。復元された水車小屋や、美人
画ポスター・木製看板・酒器・一枚板
の大看板など。樽酒マイスターファク
トリーでは、吉野杉の香がする工場
で、樽造りの技術の伝承をしており、
職人の技を見学できる。菊正宗酒造記
念館(菊正宗株式会社)所蔵。 

神戸市 

㉖ 

御影
み か げ

郷
ごう

・白鶴
はくつる

旧本店
きゅうほんてん

壱号蔵
いちごうくら

 

出土
しゅつど

遺物
い ぶ つ

 

白鶴
はくつる

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

 

未指定 
（建造物） 

 
（考古資料） 

 
（有形民俗） 

御影郷・白鶴嘉
か

納家
の う け

(寛保 3 年・1743

年創業)の酒蔵。大正初期建築。昭和 40

年代中頃まで稼働した蔵を改造し、白

鶴酒造資料館として公開。酒造工程を

立体的に展示。酒造用具や発掘調査出

土品を展示。酒蔵は経済産業省から

「近代化産業遺産」に 2008 年認定。

白鶴酒造株式会社所蔵。 

神戸市 

㉗ 御影
み か げ

郷
ごう

・神戸
こ う べ

酒
しゅ

心館
しんかん

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

 

未指定 
（有形民俗） 

 
御影郷・福寿神戸酒心館(宝暦元年・
1751 年創業) 酒銘は福寿。醸造工場
を含む 4つの酒蔵からなる複合施設。
近代化される前の酒造道具と最新の
酒造を展示。リーフレットは 16 言語
を用意し、インバウンドに対応してい
る。株式会社神戸酒心館所蔵。 
 

神戸市 



(様式３－１) 
 

㉘ 

沢
さわ

の鶴
つる

株式
かぶしき

会社大石蔵
がいしゃおおいしぐら

 

附
つけたり

灘
なだ

の酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

一式
いっしき

 

槽場
ふ な ば

遺構
い こ う

 

兵庫県指定
（建造物） 

 
未指定 
（史跡） 

西郷・沢の鶴(享保 2年・1717年創業)
の酒蔵(江戸時代末)を沢の鶴資料館
として公開。酒造道具や江戸へ酒を運
んだ千石船の模型を展示。発掘調査で
発見されたもろみから酒を搾る「槽場
遺構」を露出展示。 

神戸市 

㉙ 
灘
なだ

の酒樽
さかだる

製作
せいさく

技術
ぎじゅつ

 

国記録 
(無形民俗文

化財) 

 
灘五郷の酒樽を製作する技術。保存団
体は「灘の酒樽製作技術保存会」（菊
正宗株式会社、たるや竹十 西北商
店）。西郷・「たるや竹十 西北商店」
は、大桶製造業として、文政 2年(1819
年)創業。 
 

神戸市 

㉚ 兵庫津
ひょうごのつ

・樽屋
た る や

権兵衛家
ご ん べ え け

酒樽
さかだる

・桶
おけ

づくり道具
ど う ぐ

一式
いっしき

 

未指定 
（有形民俗） 

兵庫津で行われた酒造りを伝える酒
樽・桶づくりの道具。天正 11年 (1583
年)から酒樽・桶を作ってきたと伝わ
る樽屋権兵衛家に伝承された道具一
式。同家所蔵。 

神戸市 

㉛ 
兵庫津
ひょうごのつ

・酒造稼
しゅぞうかせぎ

名前帳
なまえちょう

 

未指定 
（古文書） 

兵庫津の江戸積用の酒
さけ

鑑札
がんさつ

を所持す

る酒造人を大坂町奉行所に届け出た

文書(天保 15年・1844年)。神戸市立

博物館所蔵。 

神戸市 

㉜ 
西宮
にしのみや

郷
ごう

・白鷹
はくたか

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

 

未指定 
（有形民俗） 

西宮郷・白鷹(文久 2年・1862年創業) 

が所蔵する酒造用具。白鷹辰馬家の歴

史や樽廻船模型、所蔵する酒器などと

共に白鷹禄水苑（白鷹集古館）で展示。 

西宮市 

３ 「下り酒」と「樽廻船」 

㉝ 樽
たる

廻船
かいせん

関係
かんけい

資料
しりょう

 
未指定 

（歴史資料） 

西宮の樽廻船問屋小寺家
こ で ら け

に伝わる「樽
たる

船
ぶね

出帆図
しゅっぱんず

」、新酒番船一番杯「新酒惣
しんしゅそう

壱番
いちばん

」、西宮鳴尾
な る お

・辰馬家に伝わる樽

廻船船頭らが新酒番船で着用した

「入船
にゅうせん

祝
いわい

法被
は っ ぴ

」のほか、錦絵「新酒

番船入津
にゅうしん

繁栄図
はんえいず

」、酒鑑札、酒
さけ

仕切状
しきりじょう

・

廻船加入証文等酒造関係文書など。西

宮市立郷土資料館所蔵。 

西宮市 



(様式３－１) 
 

㉞ 
灘
なだ

酒造業
しゅぞうぎょう

関係
かんけい

史料
しりょう

 

未指定 
（歴史資料） 

 

灘の酒造に関する経済史等史料。関西

学院大学図書館デジタルアーカイブ

で WEB公開。関西学院大学の故柚木
ゆ の き

重

三教授・故柚木
ゆ の き

学名誉教授父子が収

集。柚木学教授は同史料に基づいた

『近世海運史の研究』で日本学士院賞

(1982年)を受賞。同図書館所蔵。 

 

西宮市 

㉟ 
史蹟當舎屋
し せ き と う し ゃ や

金
きん

兵衛
べ え

港湾
こうわん

修築
しゅうちく

碑
ひ

(西宮港
にしのみやこう

) 

未指定 
（史跡） 

酒を積み出す西宮港の修築顕彰碑。享
和元年(1801年)、港内への砂の堆積を
防ぐための築洲が西宮の商人當舎屋
金兵衛の勧進により企てられ、翌年着
工、築洲は徐々に延伸され、酒を樽廻
船に積み出す港として繁栄する礎を
築いた。 

西宮市 

㊱ 敏
みぬ

馬
め

神社
じんじゃ

弁財
べ ざ い

船
せん

絵馬
え ま

 
神戸市指定
（有形民俗） 

廻船船主らが敏馬神社に奉納した船
ふな

絵馬
え ま

。弁財船を額一杯に描く。18世紀

中頃を中心として奉納。敏馬神社は古

来よりの海上交通の要衝「敏馬の浦」

に座す。社地のある神戸市灘区・大石

は酒造業･廻船業が栄えた、灘五郷・西

郷に当たる。 

神戸市 

㊲ 
今津
い ま づ

燈台
とうだい

 附
つけたり

立札
たてふだ

 

西宮市指定
（建造物） 

樽廻船の出帆地西宮・今津港の港頭に

建つ常夜灯。現役最古の木造航路標識

(海上保安庁承認)。今津郷・大関長部

家(正徳元年・1711年創業)5代長兵衛

が象
ぞう

頭山
ず さ ん

金毘羅
こ ん ぴ ら

権現
ごんげん

を勧請して、文化

7年(1810年)創建、6代文治郎が安政

5年(1858年)再建。大関株式会社所有。 

西宮市 

㊳ 
神崎
かんざき

金毘羅
こ ん ぴ ら

さんの石
いし

灯
どう

籠
ろう

 

未指定 
（建造物） 

伊丹酒は神崎を経て廻船で江戸に運
ばれた。神崎に建つこの石灯籠は、航
海の安全を祈念し、灯台の役割を果た
した。文化元年(1804年)頃再建。 

尼崎市 

㊴ 
菰
こも

樽
だる

づくり技術
ぎじゅつ

 

未指定 
（無形民俗） 

菰樽は、船での輸送中に酒樽の破損を
防ぐ目的で樽に菰を巻き付けたのが
始まりとされ、江戸積酒造地に近い農
家の農間余業として発展した。「岸本
吉二商店」「矢野三蔵商店」がその伝
統を受け継ぐ。 

尼崎市 



(様式３－１) 
 

㊵ 
矢野家
や の け

住宅
じゅうたく

 

未指定 
（建造物） 

菰樽づくりを営む矢野三蔵商店の住
宅兼事務所。大正初期建築。 

尼崎市 

㊶ 
摂州
せっしゅう

伊丹
い た み

酒樽
さかだる

銘
めい

鑑
かん

 

未指定 
（歴史資料） 

江戸積酒の菰樽に商標として描かれ
た伊丹酒の銘柄を集成。文政 13 年
(1830 年)の酒造家 57 人、222 銘柄を
収録。伊丹市立博物館所蔵。 

伊丹市 

㊷ 
摂州酒樽薦
せっしゅうさかだるこも

銘
めい

鑑
かん

 

未指定 
（歴史資料） 

江戸積酒の菰樽に商標として描かれ
た菰印を集成。寛政 11年(1799年)か
ら文化 8 年(1811 年)の間の、酒造家
165 人、539 銘柄の菰印を収録。尼崎
市立文化財収蔵庫所蔵。 

尼崎市 

㊸ 
神戸
こ う べ

大学
だいがく

海事
か い じ

博物館
はくぶつかん

 

樽
たる

廻船
かいせん

資料
しりょう

 

未指定 
（歴史資料） 

江戸時代後半に日本沿岸や瀬戸内海
で活躍した北前船や弁財船などの和
船模型をはじめ、航路図や海路図屏風
など、およそ 23,000点。 

神戸市 

４ 酒造家が育んだ文化 

㊹ 芭蕉
ばしょう

短冊
たんざく

他
ほか

俳諧
はいかい

資料
しりょう

 

伊丹市指定
(書跡･典籍) 
未指定（書
跡・典籍）
（歴史資料） 

伊丹の酒造家岡田家に生まれた国文
学者岡田利兵衞(明治 25 年・1892 年
生まれ)のコレクション。我が国三大
俳諧コレクションのひとつ。利兵衞
は、芭蕉など俳諧を研究。号は柿衞。
公益財団法人柿衞文庫所蔵。 

伊丹市 

㊺ なぎなた（修
しゅう

武館
ぶ か ん

） 
未指定 

(無形文化財) 

伊丹・白雪小西家が、天明年間（1780
年代）に伊丹の自衛の必要を感じて道
場を創設したことに始まる。明治14年
（1881年）に、なぎなた天道流 14代
宗家美田村顕教を招聘した。現在も、
なぎなたの道場として続いている。 

伊丹市 

㊻ 

賢愚経残巻
けんぐきょうざんかん

(大聖
おおじょう

武
む

)

甲巻
こうかん

 四百六十一行
よんひゃくろくじゅういちぎょう

 

乙巻
おつかん

 五百三行
ごひゃくさんぎょう

 ほか多

数 

国宝 国重文
など 

（典籍） 

御影郷・白鶴嘉納家 7代目治兵衛が美
術館設立のために収集した古美術品
などのコレクション。国宝 2 件（75
点）、重要文化財 22件（39点）を含
む 1450 点以上。国宝賢愚経残巻（大
聖武）は聖武天皇御筆とされる。公益
財団法人白鶴美術館所蔵。 

神戸市 



(様式３－１) 
 

㊼ 

白鶴
はくつる

美術館
びじゅつかん

本館
ほんかん

、 

白鶴
はくつる

美術館
びじゅつかん

事務棟
じ む と う

、 

白鶴
はくつる

美術館
びじゅつかん

土蔵
ど ぞ う

、 

白鶴
はくつる

美術館
びじゅつかん

茶室
ちゃしつ

(崧
しょう

庵
あん

) 

国登録 
（建造物） 

公益財団法人白鶴美術館の建物。本館
では白鶴嘉納家7代目治兵衛のコレク
ションを展示。土蔵は治兵衛の持論に
基づき、鉄筋コンクリート造ではある
が伝統的な木造土蔵造り風の建物。事
務所棟も鉄筋コンクリート造ではあ
るが、木造真壁造り風の建物。土蔵は
伝統的な木造土蔵造りである。茶室
は、入母屋屋根の中央を瓦葺とし、そ
の周囲に銅板を葺回した瀟洒な外観
を呈し、かつ上質な造りである。 

神戸市 

㊽ 

絹本著色安倍
あ べ の

仲麻呂
な か ま ろ

明州
めいしゅう

望月
ぼうげつ

 円通
えんつう

大師
だ い し

呉門
ご も ん

隠棲図
いんせいず

 ほか多数 

国重文 
（絵画） 

西宮郷・白鷹辰馬家初代辰馬悦叟
たつうまえっそう

と富
とみ

岡
おか

鉄
てっ

斎
さい

との親交の中で残された作品

を多数所蔵。この屏風は大正3年(1914

年)富岡鉄斎筆。公益財団法人辰馬考

古資料館蔵。 

西宮市 

㊾ 旧辰馬
きゅうたつうま

喜
き

十郎
じゅうろう

住宅
じゅうたく

 
兵庫県指定
（建造物) 

西宮郷・辰馬家喜十郎が建てた木造 2
階建ての擬洋風住宅。南面・東面にバ
ルコニーを回す。明治 21年(1888年)
建築。 

西宮市 

㊿ 
旧山邑家
きゅうやまむらけ

住宅
じゅうたく

 

(淀川
よどがわ

製鋼
せいこう

迎賓館
げいひんかん

) 

国重文 
（建造物） 

魚崎郷・櫻正宗山邑家 8代目太左衛門
の別邸。大正 13年(1924年)竣工。近
代建築の巨匠フランク･ロイド･ライ
トの原設計。六甲山の傾斜地を利用し
て階段状に建てた鉄筋コンクリート
造 4階建の住宅。株式会社淀川製鋼所
所有。 

芦屋市 

51 私立灘
しりつなだ

中学校
ちゅうがっこう

・高等
こうとう

学校
がっこう

本館
ほんかん

 

国登録 
（建造物） 

御影郷・菊正宗嘉納治郎右衛門、白鶴
嘉納治兵衛、魚崎郷・櫻正宗山邑太左
衛門ら酒造家の篤志により、旧制灘中
学校として創立。昭和 4 年(1929 年)
建築。学校のシンボルとして地域に親
しまれている。外観は縦長の窓のデザ
インを基調とし、1階の石積み風の横
目地を施し、2階正面の窓には尖りア
ーチ状の飾り窓が特徴。 

神戸市 

52 
甲南
こうなん

漬
づけ

資料館
しりょうかん

 

(旧高嶋家
きゅうたかしまけ

住宅
じゅうたく

主屋
し ゅ や

) 

国登録 
（建造物） 

御影郷にある酒粕問屋高嶋平介商店
で、甲南漬(奈良漬)製造で成功した 2
代目当主の邸宅。塔屋のパラボラアー
チが特徴。昭和 5年(1930)年建築。 

神戸市 



(様式３－１) 
 

53 
御影
み か げ

公
こう

会堂
かいどう

 

国登録 
（建造物） 

御影郷・白鶴嘉納家 7代目治兵衛が出
資･建設し、地域の社会活動に貢献し
た。展望塔であるフライタワーが特
徴。昭和 8年(1933年)建築。 

神戸市 

54 西宮
にしのみや

郷
ごう

・白鷹
はくたか

辰
たつ

馬家
う ま け

生活
せいかつ

文化
ぶ ん か

資料
しりょう

 

未指定 
（有形民俗・
生活文化） 

白鷹辰馬家の江戸時代から昭和初期
までの年中行事や暮らしぶりを伝え
る資料と、同家と富岡鉄斎等との交流
を伝える資料等からなる。白鷹辰馬家
の旧宅を、資料をもとに再現した白鷹
禄水苑（くらしの展示室）において展
示。 

西宮市 

 

 

(※１)文化財の名称には振り仮名を付けること。 

(※２)指定・未指定の別、文化財の分類を記載すること(例：国史跡、国重文(工芸品)、県史跡、県有形、

市無形、未指定(建造物)、等)。なお、未指定であっても文化財保護の体系に基づいた分類を記

載すること。 

(※３)各構成文化財について、ストーリーとの関連を簡潔に記載すること(単に文化財の説明にならない

ように注意すること)。 

(※４)ストーリーのタイプがシリアル型の場合のみ、市町村名を記載すること(複数の都道府県にまたが

る場合は都道府県名もあわせて記載すること)。 

 



（様式３－２） 

構成文化財の写真一覧 

 

１ 「澄み酒」の出現と「伊丹諸白」 

 

① 摂津
せ っ つ

名所
めいしょ

図会
ず え

               ② 日本
に ほ ん

山海
さんかい

名産
めいさん

図会
ず え

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 旧岡
きゅうおか

田家
だ け

住宅
じゅうたく

 附
つけたり

棟
むな

札
ふだ

、釜屋
か ま や

及
およ

び洗
あら

い場
ば

 

③ 鴻池
こうのいけ

稲荷
い な り

祠
し

碑
ひ

                  搾
しぼ

り場
ば

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－２） 

 

⑥ 小西
こ に し

酒造
しゅぞう

「長寿蔵
ちょうじゅぐら

」 

⑤ 旧石橋家
きゅういしばしけ

住宅
じゅうたく

 伊丹郷町
いたみごうちょう

遺跡
い せ き

発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

出土
しゅつど

品等
ひんとう

  （白雪ブルワリービレッジ長寿蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 酒樽
さかだる

・桶
おけ

づくり用具
よ う ぐ

一式
いっしき

 

（樽
たる

丸
まる

づくり用具
よ う ぐ

を含
ふく

む）          ⑧ 近衞家
こ の え け

会所
かいしょ

関係
かんけい

資料
しりょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 小西
こ に し

新右
し ん う

衛門
え も ん

氏
し

文書
もんじょ

            ⑩ 伊丹
い た み

・酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

及
およ

び関係
かんけい

資料
しりょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上；「酒永代覚帳」 下；「酒味醂勘定帳」） 



（様式３－２） 

  

⑪ 津
つの

国屋
く に や

永代帳
えいたいちょう

              ⑫ 有岡
ありおか

城跡
じょうせき

・伊丹郷町
いたみごうちょう

遺跡
い せ き

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 六甲山の恵みと丹波杜氏が生んだ「灘の生一本」 

 

⑬ 兵庫県
ひょうごけん

の酒造
しゅぞう

習俗
しゅうぞく

             ⑭ 宮水発祥之地
みやみずはっしょうのち

碑
ひ

 宮
みや

水井
み ず い

 宮
みや

水
みず

地帯
ち た い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 芦屋
あ し や

川
がわ

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

                                  ⑯ 芦屋
あ し や

川水車
がわすいしゃ

絵図
え ず

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－２） 

 

⑰ 灘五
な だ ご

郷
ごう

・酒造
さけづく

り唄
うた

             ⑱ 西宮
にしのみや

郷
ごう

・白
はく

鹿
しか

辰
たつ

馬
うま

本家
ほ ん け

酒造本蔵
しゅぞうほんぐら

 釜場
か ま ば

遺構
い こ う

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑲ 灘
なだ

の酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

一式
いっしき

 附
つけたり

酒造用
しゅぞうよう

桶
おけ

・ 

樽
たる

づくり道具
ど う ぐ

一式
いっしき

             ⑳ 西宮
にしのみや

神社
じんじゃ

嘉
か

永橋
えいばし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

㉒ 魚崎
うおざき

郷
ごう

・櫻
さくら

正宗
まさむね

山邑家
やまむらけ

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

、 

㉑ 西宮
にしのみや

神社
じんじゃ

瑞
ずい

寶
ほう

橋
ばし

                酒造
しゅぞう

関連
かんれん

資料
しりょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－２） 

㉓ 魚崎
うおざき

郷
ごう

・浜
はま

福
ふく

鶴
つる

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

          ㉔ 灘
なだ

の酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

㉕ 御影
み か げ

郷
ごう

・菊正宗
きくまさむね

嘉
か

納家
の う け

酒
さけ

関連
かんれん

資料
しりょう

      ㉖ 御影
み か げ

郷
ごう

・白鶴
はくつる

旧本店
きゅうほんてん

壱号蔵
いちごうくら

 

及
およ

び樽
たる

酒
さけ

マイスターファクトリー        出土
しゅつど

遺物
い ぶ つ

 白鶴
はくつる

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        ㉘ 沢
さわ

の鶴
つる

株式
かぶしき

会社大石蔵附灘
がいしゃおおいしぐらつけたりなだ

の酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

一式
いっしき

㉗ 御影
み か げ

郷
ごう

・神戸
こ う べ

酒
しゅ

心館
しんかん

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

          槽場
ふ な ば

遺構
い こ う

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－２） 

 

㉙ 灘
なだ

の酒樽
さかだる

製作
せいさく

技術
ぎじゅつ

            ㉚ 兵庫津
ひょうごのつ

・樽屋
た る や

権兵衛家
ご ん べ え け

酒樽
さかだる

・桶
おけ

づくり道具
ど う ぐ

一式
いっしき

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉛ 兵庫津
ひょうごのつ

・酒造稼
しゅぞうかせぎ

名前帳
なまえちょう

           ㉜ 西宮
にしのみや

郷
ごう

・白鷹
はくたか

酒造
しゅぞう

用具
よ う ぐ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「下り酒」と「樽廻船」 

 

㉝ 樽
たる

廻船
かいせん

関係
かんけい

資料
しりょう

              ㉞ 灘
なだ

酒造業
しゅぞうぎょう

関係
かんけい

史料
しりょう

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西学院大学図書館 HP 

（デジタルライブラリ「灘の酒造り」） 



（様式３－２） 

 

㉟ 史蹟當舎屋
し せ き と う し ゃ や

金
きん

兵衛
べ え

港湾
こうわん

修築
しゅうちく

碑
ひ

(西宮港
にしのみやこう

)    ㊱ 敏
みぬ

馬
め

神社
じんじゃ

弁財
べ ざ い

船
せん

絵馬
え ま

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊲ 今津
い ま づ

燈台
とうだい

 附
つけたり

立札
たてふだ

                 ㊳ 神崎
かんざき

金毘羅
こ ん ぴ ら

さんの石
いし

灯
どう

籠
ろう

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊴ 菰
こも

樽
だる

づくり技術
ぎじゅつ

               ㊵ 矢野家
や の け

住宅
じゅうたく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－２） 

 

㊶ 摂州
せっしゅう

伊丹
い た み

酒樽
さかだる

銘
めい

鑑
かん

            ㊷ 摂州酒樽薦
せっしゅうさかだるこも

銘
めい

鑑
かん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊸ 神戸
こ う べ

大学
だいがく

海事
か い じ

博物館
はくぶつかん

樽
たる

廻船
かいせん

資料
しりょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 酒造家が育んだ文化 

 

㊹ 芭蕉
ばしょう

短冊
たんざく

他
ほか

俳諧
はいかい

資料
しりょう

       ㊺ なぎなた（修
しゅう

武館
ぶ か ん

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－２） 

㊻ 賢愚経残巻
けんぐきょうざんかん

(大聖
おおじょう

武
む

)甲巻
こうかん

 四百六十一行
よんひゃくろくじゅういちぎょう

   ㊼ 白鶴
はくつる

美術館
びじゅつかん

本館
ほんかん

、白鶴
はくつる

美術館
びじゅつかん

事務棟
じ む と う

、 

 乙巻
おつかん

 五百三行
ごひゃくさんぎょう

 ほか多数
た す う

            白鶴
はくつる

美術館
びじゅつかん

土蔵
ど ぞ う

、白鶴
はくつる

美術館
びじゅつかん

茶室
ちゃしつ

(崧
しょう

庵
あん

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊽ 絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

安倍
あ べ の

仲麻呂
な か ま ろ

明州
めいしゅう

望月
ぼうげつ

        

 円通
えんつう

大師
だ い し

呉門
ご も ん

隠棲図
いんせいず

 ほか多数
た す う

       ㊾ 旧辰馬喜
きゅうたつうまき

十郎
じゅうろう

住宅
じゅうたく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊿ 旧山邑家
きゅうやまむらけ

住宅
じゅうたく

(淀川
よどがわ

製鋼
せいこう

迎賓館
げいひんかん

)        ○51  私立灘
しりつなだ

中学校
ちゅうがっこう

・高等
こうとう

学校
がっこう

本館
ほんかん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－２） 

 

○52  甲南
こうなん

漬
づけ

資料館
しりょうかん

(旧高嶋家
きゅうたかしまけ

住宅
じゅうたく

主屋
し ゅ や

)      ○53  御影
み か げ

公
こう

会堂
かいどう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○54  西宮
にしのみや

郷
ごう

・白鷹
はくたか

辰
たつ

馬家
うまいえ

生活
せいかつ

文化
ぶ ん か

資料
しりょう

 

 



日本遺産を通じた地域活性化計画

（２）地域活性化のための取組の概要

（１）将来像（ビジョン）

（３）自立的・継続的な取組

　日本遺産により市域を超えて事業者・行政・地域住民が連携し、日本遺産の定着、将来像実現のために、公開環
境の整備、人材育成、シビックプライドの醸成等に取り組む。酒造組合や各事業者、行政による従来からのＰＲ、
歴史・文化の啓発事業等、各種地域資源に関する取組と相乗効果を生む事業推進を目指す。
（１）活用整備事業
　・　文化財を活用した展示環境の充実をはかる。
　・　構成文化財内や、観光案内所での「日本遺産センター」としての拠点づくりを進める。
（２）人材育成事業
　・　通訳案内士や、観光協会職員、ボランティアガイドなどに対する連続講座を企画、実施する。外国人
　　市民等を対象とした地域を巡るモニターツアーを通じてＯＪＴも行う。また将来的に日本遺産事業を
　　推進するリーダーを育成する。
（３）調査研究事業
　・　水・米といった原材料、醸造技術、道具などの観点からストーリーの深掘りをするため、他地域も
　　視野に入れた、ストーリー、構成文化財に関する調査研究を行う。
　・　周遊コース、文化体験のモニターツアーを旅行事業者や在住の外国人に対して実施する。
（４）普及啓発事業
　・　地域住民や子どもを対象とした酒造りに関する連続講座やシンポジウムの実施を通じて、シビック
　　プライドの醸成を図る。「酒造の歴史・文化」、「酒造りと自然環境」、「ＳＤＧｓと酒造業」などを
　　テーマとした講座を実施する。
　・　お土産や飲食店によるコース料理等の商品化を実現する。
（５）情報コンテンツ作成事業
　・　日本遺産の案内板、展示会場やインターネットで活用するイメージ映像、ホームページやリーフレット
　　等を作成する。

（１）観光ビジネスモデルの確立
　・ 2020年東京オリンピック・パラリンピック、2021年ワールドマスターズゲームズ2021関西、そして2025年
　　大阪・関西万博等、国内外から多くの観光客が関西を訪れる機会に合わせ、観光ビジネスモデルの確立を
　　目指す。
（２）誘客・商品化
　・ 鉄道会社や旅行会社等と連携し、継続的な誘客を検討する。
　・ 文化体験や飲食店とコラボして開発するメニューは、常時体験できるように商品化する。
（３）デザインガイドラインの策定
　・ 構成文化財の案内板等を作成する。そのデザインガイドラインを策定し、更新時はそのガイドラインに
　　基づいて更新し、事業の継続性を保つ。
（４）事業者、関連団体、構成市等での継続性
　・ 観光関連団体や文化財関連団体等、部会参加メンバーによる相互交流を保つために連絡会体制を維持し、
　　随時共同事業を検討する。
　・ 協議会に参加する構成市や酒造組合、酒造会社は従来から精力的に事業を実施しており、その中で継続
　　的に日本遺産のＰＲを行う。
　・ 構成市や県が今後策定する観光事業に関する計画等に「日本遺産」「清酒」「阪神間モダニズム」等を
　　位置付ける。

【日本遺産を通じて目指すべき将来の姿】

　「伊丹」と「灘五郷」は清酒のスタンダードを完成させた酒造地帯です。酒造業とそれを育んだ自然環境、酒造
業が生み出した景観、清酒の流通を支える産業等、多彩な歴史・文化的地域資源が存在しています。そして六甲山
に象徴される自然環境と共存しながら、新幹線を含む利便性の高い鉄道網と大阪国際（伊丹）空港、神戸空港を有
し、代表的な観光地である大阪、神戸に挟まれており、観光地としてのポテンシャルが高くなっています。
　酒造業と自然環境・景観・文化を地域に欠かせないものとして守り、継承していくため、酒造会社、酒造組合と
行政が一体となり、普及啓発や情報発信を実施しています。
　各市では、平成25年に西宮市が「西宮市清酒の普及の促進に関する条例」を、伊丹市が「清酒発祥の地伊丹の清
酒の普及の促進に関する条例」、平成26年に神戸市が「神戸灘の酒による乾杯を推進する条例」を施行し、さらに
西宮市は平成29年に清酒造りに欠かせない天然資源「宮水」を将来にわたり保全することを目的に「宮水保全条
例」を施行しています。芦屋市は芦屋川沿岸を「芦屋川特別景観地区」として景観保全に努めていくこと、尼崎市
は「尼崎版観光地域づくり推進指針」において地域資源を活かした観光振興に取り組むこととしています。
　日本遺産を通じて、市域を超えてこれらの理念をつなぎあわせ、地域の一体的な魅力とし、継承していくことに
より、次に示す将来の姿の実現を目指します。

（１）地域住民に愛され続ける地域となる
　日本遺産を旗印として、市域を超えた住民や観光客の交流を生み出すことにより、シビックプライドを醸成し、
伝統・文化への愛着をより強力なものとします。その結果、地域住民に愛され続ける地域となります。
（２）市域を超え「日本一の酒どころ」として活力あふれる地域となる
　日本遺産が地域の宝として認知されるよう、地域住民・事業者・行政が市域を超えて協働し、地域の魅力を国内
外の多くの人に伝え、訪れてもらい、感じてもらい、多くの観光客が行き交う活力あふれる地域となります。
（３）兵庫の多彩な魅力の一つとして全国的な知名度をもつ地域となる
　大阪に隣接し、鉄道や空港といった交通機関に恵まれた関西の玄関口である立地条件を活かし、多くの日本遺産
を持つ兵庫県の多彩な魅力の一つとして、全国的な知名度をもつ地域となります。

（様式４）



（７）その他事業 別紙③のとおり

（４）実施体制

期待される効果：

　今後、関西圏で大規模な国際的イベントが複数行われる。その間に日本遺産認定を起爆剤と
して、構成市が一体となり、人材育成や調査研究、普及啓発、商品開発等を行い、清酒文化の
歴史・伝統の継承と観光ビジネスの拡大を目指す。地域内外、そして海外の方々について、以
下の効果が期待される。
【地域内】　地域住民が改めて清酒文化を地域の宝と感じ、その歴史・文化に対して一層誇り
を持ち、より深く知りたいと感じたり、文化財の保存や継承に興味・関心を持つようになる。
【地域外】　観光を喚起し、清酒文化や関連する文化財、歴史に親しみながら本地域への観光
リピーターを育てる。
【海外】　この地域へ外国人観光客を誘引する。

令和４年度 16,000千円事業費： 令和２年度 22,500千円 令和３年度 20,500千円

別紙②のとおり

別紙①のとおり定量的評価： （５）地域活性化計画における目標と期待される効果

（６）日本遺産魅力発信推進事業

＜協議会体制＞
（１）名称
　阪神間日本遺産推進協議会（仮称）
（２）会長・副会長
　会長：伊丹市長　副会長：灘五郷酒造組合理事長、伊丹酒造組合理事長
（３）構成団体
【酒造組合】
　灘五郷酒造組合、伊丹酒造組合
【構成市】
　神戸市（観光企画課、ファッション産業課、文化財課）
　尼崎市（経済活性課、歴博・文化財担当）
　西宮市（都市ブランド発信課、文化財課）
　芦屋市（地域経済振興課、生涯学習課）
　伊丹市（都市ブランド・観光戦略課、博物館）
【観光団体】
　（一財）神戸観光局、（一社）あまがさき観光局、西宮観光協会、芦屋観光協会、伊丹市観光物産協会
【兵庫県】
　神戸県民センター、阪神南県民センター、阪神北県民局
＜事業推進体制＞
　上記団体により協議会を組織する。協議会の運営においては、構成市所属長による幹事会を設け、全体調整を行
う。事業テーマ毎に部会を設置し、部会ごとに部会長を設ける。部会を横断する連絡会を設け、事業の進捗状況、
効率的な運営方法について情報共有・意見交換をおこない、次年度事業の詳細計画について検討する。
　部会は必要に応じてワーキンググループを設け、地域住民などの参加者も含めて多様な意見を事業に反映させ
る。
　また、地域に密着した民間事業者・団体等が「アドバイザー」となる。アドバイザーに対して、協議会より事業
に関する情報提供や進捗報告を随時行い、事業推進に関するアドバイスや情報提供を求める。また事業内容に応じ
て部会への参加や相互の事業への後援・協賛・共催などを検討する。

＜アドバイザー＞
【マスコミ】神戸新聞社、（株）ラジオ関西、（株）サンテレビジョン、各市コミュニティ放送局・ケーブルテレ
ビ局
【交通】阪神電気鉄道（株）、阪急電鉄（株）、西日本旅客鉄道（株）、関西エアポート（株）
【兵庫県】観光振興課、県教委文化財課、（公社）ひょうご観光本部
【各市商工団体等】商工会議所、商店会等
【各市文化財関連団体等】歴史・文化財関係団体等（ボランティア団体等）



※目標Ⅰ～Ⅳを複数設定する場合は、設定目標～設定根拠までをコピーして欄を増やしてください。

具体的な指標： 構成文化財の最寄り駅の乗客者数

（５）地域活性化計画における目標と期待される効果

※黄色で着色したセルの内容は変更しないでください。

設定目標Ⅰ： 日本遺産を活用した集客・活性化

計画評価指標：

年度 118 ％

設定根拠：

構成文化財、酒蔵（ショップ）等が各市の主要駅から徒歩圏内にあること、各市の観光客入込
数に共通して影響する、最寄り駅の乗客数を指標とする。公開されている最新値（平成29年
度）は244,829人であり、24年度から29年度までの伸び率は約6％（年約1.5％）であることか
ら、日本遺産により上乗せし年3％伸びることを想定する。

目標値： 令和 2 年度 100 ％ ⇒ 令和 8

令和 8

具体的な指標：
『「ひょうご豊かさ指標」県民意識調査』で構成市が含まれる地域での「お住まいの市・町に
は、自慢したい地域の「宝」（風景や産物、文化など）があると思う人」の割合

設定根拠：
構成市の中で、ビジネスユースの外国人宿泊者数が中心となっている宿泊施設について、観測
を行う。目標値は、伊丹市の伊丹創生総合戦略の平成31年度の目標値であったが、未達であっ
た数値を設定する。

設定目標Ⅲ： 日本遺産を核としたコミュニティの再生・活性化

計画評価指標：

⇒ 年度 4,200 人

設定目標Ⅱ： 日本遺産を活用した集客・活性化

計画評価指標：

平成 30 年度 2,044 人

設定根拠：
コース料理等メニュー：５件、周遊プラン：３件、有料イベント等サービス：５件、その他関
連商品：７件を開発する。

具体的な指標： 開発する飲食店のコース料理や、周遊プラン、有料イベント等のサービスの商品数

目標値： 令和 2 年度 0 件 ⇒ 令和 8 年度 20 件

関連事業：
（６）③、⑤、⑥、⑧、⑨
（７）⑤、⑨、⑩、⑫、⑭、⑮、⑯、⑰、⑱、⑲、⑳、㉑

関連事業：
（６）①、②、③、④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、⑩
（７）⑤、⑦、⑨、⑩、⑪、⑫、⑬、⑭、⑯、⑰、⑱、⑲、⑳、㉑、㉓、㉔、㉕、㉖、㉗、
㉘、㉙、㉚、㉛、㉜

関連事業：
（６）①、②、③、⑤、⑩
（７）⑤、⑦、⑨、⑩、㉚、㉛

年度 65 ％

設定根拠：
平成24年度から令和元年度の間、（最低値）46.2％から（最高値）53.4％の間で推移している
ことから、日本遺産の取り組みにより上乗せさせる割合を加味して令和7年度まで毎年2％程度
増加すると考える。

目標値： 令和 元 8

設定目標Ⅳ：

観光客入込数

外国人観光客数

地域の文化に誇りを感じる住民の割合

日本遺産関連で開発された商品・サービス数

関連事業：
（６）①、②、③、④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、⑩
（７）①、②、③、④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑩、⑪、⑫、⑬、⑭、⑮、⑯、⑰、⑱、⑲、⑳、
㉑、㉒，㉓、㉔、㉕、㉖、㉗、㉘、㉙、㉚、㉛

日本遺産に関する取組を行うための持続可能な体制の維持・確立

計画評価指標：

年度 51.5 ％ ⇒ 令和

具体的な指標： 伊丹市内主要宿泊施設の外国人宿泊者数

目標値：

様式４（別紙①）様式４（別紙①）



具体的な指標： ホームページ閲覧数（年間ＰＶ数）

目標値： 令和 2 年度 0 PV ⇒ 令和 8 年度 100,000 PV

事業費： 令和2年度： 0円 令和3年度： 3,000千円 令和4年度： 0円

事業概要：

【継続的な環境整備】
　・　構成文化財や周遊拠点での案内板、多言語による説明板の設置を行う。
　・　案内板のデザインについてガイドラインを策定し、4年目以降の更新についても統一的なデザ
　　インとなるようにする。
　・　案内板、説明板は多言語対応とし、詳細説明のためにICTを活用し、Webコンテンツとの連携を
　　図る。

事業②： 案内板、説明板の整備

事業区分： 情報コンテンツ作成 事業期間： 令和 3 年度 ～ 令和 年度

年度 100

年度 ～ 令和 4 年度

その他：　構成文化財の最寄り駅の乗客者数

2 年度 0 人 ⇒ 令和

令和4年度： 0円

令和2年度： 4,500千円 令和3年度： 3,000千円 令和4年度： 3,000千円

令和3年度：

事業④：

2 年度

ストーリーに関する調査研究

事業概要：

事業期間： 令和

事業費：

年度

【ストーリーの深堀りのための調査研究事業】
　・　水・米・醸造技術・道具などの観点から、ストーリー及び構成文化財の調査研究を実施する。
　・　原材料（水・米）や製法による味の違いやその広がり、「澄み酒」の歴史などを整理し、
　　ストーリーを深める。
　・　丹波杜氏の「酒造り唄」を調査しデジタルコンテンツ化を検討する。また道具の材料となった
　　杉材などについて調査し、ストーリーを深堀りする。

調査研究

 （６）日本遺産魅力発信推進事業

事業区分： ～ 令和

令和2年度： 1,500千円

8 年度 50

0円

事業③：

人

事業費： 令和2年度： 3,000千円 令和3年度： 3,000千円 令和4年度： 3,000千円

事業概要：

【主要構成文化財・周遊拠点での日本遺産センター機能の充実】
　・　観光客が快適な環境の中で日本遺産の案内や解説等の理解が深められるようにする設備を阪神
　　西宮駅観光案内所（西宮市）や、みやのまえ文化の郷・JR伊丹駅構内観光物産ギャラリー
　　（伊丹市）等の構成市施設に導入する。構成文化財等関連する物品等の展示設備の設置を行う。

日本遺産ガイドの育成

事業区分： 人材育成 事業期間： 令和 2

％％ ⇒ 令和 8 年度 118目標値： 2令和

事業費：

ガイド育成講座修了者の後年度活動者数

目標値： 令和

具体的な指標：

事業概要：

【清酒文化の伝道師を育成する】
　・「伊丹・灘」の日本遺産エリアへの訪問客に地域内の周遊地を案内する通訳案内士を養成する
　　ため、初年度にカリキュラム及びテキストの作成を、2,3年目に連続講座を実施する。
　・　ボランティアガイド、観光協会職員に対しても、カリキュラム及びテキストの作成と、連続
　　講座を実施する。
　・　将来的な「日本遺産事業リーダー」の育成を視野に事業を実施する。

具体的な指標：

事業①： 観光拠点における日本遺産センター機能の充実

事業区分： 活用整備 事業期間： 令和 2 年度 ～ 令和 4 年度

その他：　構成文化財の最寄り駅の乗客者数

目標値： 令和 2 年度 100 ％ ⇒ 令和 8 年度 118 ％

具体的な指標：

様式４（別紙②）様式４（別紙②）



事業⑦： 子ども向け講座の実施

令和2年度： 2,000千円

具体的な指標： 日本遺産の認知度

目標値： 令和 2 年度 0 ％ ⇒ 令和

事業概要：

【小中学生に「清酒文化」の魅力を伝える】
　・　小中学生を対象として、自分の住んでいる地域に「愛着」や「誇り」を持ってもらえるよう、
　　「清酒文化」をテーマとした講座（【内容】「酒造りと自然環境の共存」、「ＳＤＧｓと酒造業」、
　　酒造りの科学的側面、伊丹・灘の歴史・文化、酒造り現場の見学等）
　・　夏休みの自由研究に役立てるなど、実施時期や内容を検討して、集客を図る。
　・　初年度にカリキュラム及びテキストを作成し、2，3年目に実施する。

事業費：

事業区分：

8 年度 50 ％

1,250千円 令和4年度：

8 年度 118 ％

事業費： 令和2年度： 0円 令和3年度： 3,000千円 令和4年度： 3,000千円

事業概要：

【外国人を対象とした周遊コース・体験メニューの磨き上げ】
　・　初年度は、既存データを活用した調査を行い、体験メニューを含む周遊コースの設定を行う。
　・　周遊コースや体験メニューを設定し、旅行業者や日本在住の外国人等を対象とした
　　モニターツアーを実施する。参加者へのインタビュー、アンケート調査によるコースの
　　磨き上げを行う。
　・　人材育成事業の実践の場として、ガイド育成講座受講者がガイドをつとめる。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 令和 2 年度 ～

事業⑥： 日本遺産連続講座の実施

8 年度

事業概要：

【地域住民に「清酒文化」の魅力を伝える】
　・　一般市民を対象として、自分の住んでいる地域に「愛着」や「誇り」をもってもらえるよう、
　　「清酒文化」をテーマとした講座（【内容】「酒造りと自然環境の共存」、「ＳＤＧｓと酒造業」、
　　酒造りの科学的側面、伊丹・灘の歴史・文化、酒造り現場の見学等）を企画し実施する。
　・　日本酒の楽しみ方を伝えるために、料理との組み合わせを示すなどして集客を図る。
　・　初年度にカリキュラム及びテキストを作成し、2，3年目に実施する。

具体的な指標： 日本遺産の認知度

目標値： 令和 2 年度 0 ％ ⇒ 令和 50 ％

1,250千円

令和 4 年度

令和2年度： 2,000千円 令和3年度： 1,250千円 令和4年度： 1,250千円

年度

 （６）日本遺産魅力発信推進事業

事業費：

普及啓発 事業期間： 令和 2 年度 ～

4

令和3年度：

令和

具体的な指標： 日本遺産の認知度

事業⑧： 日本遺産啓発セミナー等の開催

事業区分： 普及啓発 事業期間： 令和 2 年度 ～ 令和 4 年度

事業費： 令和2年度： 1,500千円 令和3年度： 1,500千円 令和4年度： 1,500千円

事業概要：

【認定を記念して日本遺産を広く地域に告知する】
　・　10月に神戸市、西宮市、伊丹市それぞれで開催される清酒関連行事の中で、日本遺産としての
　　「清酒文化」に関するセミナーやワークショップ等を開催する。
　・　飲食が中心となる既存事業と連携する形で実施し、相乗効果による認知度の向上を図る。

年度 50 ％

事業⑤： インバウンド向け周遊コースの磨き上げ

事業区分： 調査研究 事業期間： 令和 3 年度 ～ 令和 4 年度

目標値： 令和 2 年度 0 ％ ⇒ 令和 8

⇒ 令和

具体的な指標： その他：　構成文化財の最寄り駅の乗客者数

目標値： 令和 2 年度 0 ％

様式４（別紙②）様式４（別紙②）



  

年度

事業⑨： 酒蔵と飲食店等のコラボ企画＆商品開発

事業区分： 普及啓発

事業区分： 情報コンテンツ作成 事業期間： 令和 2 年度 ～ 令和 4

件 ⇒ 令和 8 年度 20

事業期間： 令和 3

事業⑩： ホームページ・展示用映像・PRツールの作成

年度 ～ 令和 年度

事業費： 令和2年度： 0円 令和3年度： 1,500千円 令和4年度： 0円

事業概要：

【魅力的な商品開発】
　・　酒蔵・ショップ・構成文化財・飲食店等を結び付け、本日本遺産を五感で感じられる集客力の
　　ある周遊イベント（例：婚活、友活）を検討・実施する。
　・　日本遺産を味わう飲食店によるコースメニューやお土産等の商品開発を行う。
　・　3年目以降の実際の販売を目指す。

具体的な指標： 日本遺産に関する商品開発数

目標値： 令和 2 年度 0

事業費： 令和2年度： 8,000千円 令和3年度： 3,000千円 令和4年度： 3,000千円

事業概要：

【展示用映像の作成事業】
　・　初年度に展示室やホームページで活用するイメージ映像を作成する。
【ホームページの作成】
　・　初年度に伊丹市ホームページ中に本事業のホームページを作成し、運用する。
【各種PRツールの作成】
　・　初年度はノボリの作成や、既存のパンフレット等を活用しPRする。
　・　2年目以降、公式リーフレット、横断幕等のツールを作成しPRする。

具体的な指標： ホームページの閲覧数（年間）

目標値： 令和 2 年度 0 PV ⇒ 令和 8 年度 100,000 PV

件

 （６）日本遺産魅力発信推進事業

事業⑪：

事業区分： 事業期間： 令和 年度 ～ 令和 年度

事業費： 令和2年度： 令和3年度： 令和4年度：

事業概要：

具体的な指標：

目標値： 令和 年度 ⇒ 令和 年度

事業⑫：

事業区分： 事業期間： 令和 年度 ～ 令和 年度

事業費： 令和2年度： 令和3年度： 令和4年度：

事業概要：

具体的な指標：

目標値： 令和 年度 ⇒ 令和 年度

様式４（別紙②）様式４（別紙②）



　

神戸大学で開講された灘五郷酒造組合が提供する文系・理系の枠を超えたオムニバス講義「日
本酒学入門」。日本酒に関して酒造りから経営、法律、醸造、広告までを多面的・総合的に学
ぶ。

事業概要：
様々な角度から「灘の酒」を取り上げた講義を実施。酒造業６社が講座と地酒の利き酒等を行
う。（１０月から翌年３月まで月１回の開催）

年度

年度

実施主体： 事業期間： 平成

灘の酒大学実行委員会

25 年度 ～ 令和 年度実施主体： 事業期間： 平成西宮日本酒振興連絡会

30

 （７）その他事業

事業①： 灘五郷酒造組合提供オムニバス講義「日本酒学入門」（神戸大学）

事業期間： 平成 30 年度

事業③： ジュニア☆さけスクール

事業②： 灘の酒大学

～ 令和 年度実施主体： 灘五郷酒造組合・神戸大学

灘の酒大学実行委員会 10 年度 ～ 令和

事業概要：

年度 ～ 令和 年度

事業概要： 市内酒造会社４社を会場に、西宮の日本酒に関する多彩な連続講座を開催する。

事業⑤： 菰樽絵付け体験プログラム

実施主体： 事業期間： 平成尼崎商工会議所

元 年度 ～ 令和 3 年度

事業概要：
有料体験プログラムとして、尼崎の伝統産業「菰樽づくり体験」で、絵付け体験、工場見学、
鏡開き撮影を実施する。（10月～12月を除く毎週金曜日）

事業⑥： 西宮神社表大門・大練塀保存修理事業（文化庁・兵庫県・西宮市補助有）

実施主体： 事業期間： 令和西宮神社（所有者）

30 年度 ～ 令和 3 年度

事業概要：
国指定重要有形文化財「西宮神社大練塀」及び「西宮神社表大門」の保存修理を行い、公開・
活用する。

事業⑦： みやのまえ文化の郷再整備事業

実施主体： 事業期間： 平成伊丹市

30 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
市立博物館を構成文化財「旧岡田家住宅」を含む「みやのまえ文化の郷」に移転する。清酒文
化をはじめとする市の歴史・芸術・文化に係る総合的な発信拠点施設として整備する。

事業⑧： 旧辰馬喜十郎住宅保存修理事業（兵庫県・西宮市補助有）

実施主体： 事業期間： 平成南辰馬土地株式会社（所有者）　

28 年度 ～ 令和 年度

事業概要： 兵庫県指定重要有形文化財「旧辰馬喜十郎住宅」の保存修理を行い、公開・活用する。

事業⑨： 灘の酒首都圏海外PR事業

実施主体： 事業期間： 平成灘五郷酒造組合・神戸市・西宮市

事業概要：
灘五郷酒造組合、神戸市、西宮市、阪神電気鉄道株式会社が連携し、「灘五郷」エリアおよび
「灘の酒」をＰＲする。阪神電車10駅での灘五郷装飾、エリア内観光情報発信、灘の酒飲食店
ＭＡＰ作成など。

29 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
灘五郷酒造組合、神戸市、西宮市が連携し、首都圏および海外にて「灘の酒」「灘五郷」エリ
アのPRを行い、「灘五郷」の日本酒の需要拡大、「灘五郷」エリアへの観光誘客を図る。（※
海外PRについては令和２年度から事業⑩灘の酒蔵活性化プロジェクトで取り組む予定）

事業⑩： 灘の酒蔵活性化プロジェクト

実施主体： 事業期間： 平成灘の酒蔵活性化プロジェクト実行委員会

事業概要：
「灘の酒」がどのようにして地域の産業として出来上がったのか、子どもたちが灘の酒の風土
と歴史や酒造りの工程を学ぶことで、地場産業である酒造業の理解を図る。（７月頃に開催）

事業④： 西宮日本酒学校（兵庫県補助有）

事業期間： 平成 15 年度 ～ 令和実施主体：
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 （７）その他事業

事業⑪： あにあんプロモーション事業

実施主体： 兵庫県阪神南県民センター 事業期間： 平成 25 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
阪神南地域（尼崎市・西宮市・芦屋市）の地域情報を発信するほか、各種イベントの企画運営
を行う。令和２年度には「酒」をテーマとするバスツアーを実施予定。

事業⑫： Branding　Area　Project

実施主体： 芦屋市 事業期間： 平成 30 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
旧山邑家住宅や芦屋川の文化的景観を含むエリアの活性化・賑わいの創出（旧山邑家住宅のエ
リア内での回遊性の向上、女性活躍、市民活動の活性化のための拠点づくり、公共サイン設置
など）

事業⑬： 灘の酒で乾杯推進事業

実施主体： 神戸市 事業期間： 平成 27 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
地場産業「灘の酒」を発信し、東灘区・灘区の賑わいと活力あるまちづくりを進めるため、
コースターの作成及び区役所が参加する会合への乾杯用カップ及びコースターの提供を行う。

事業⑭： 「えべっさんの酒」販売

実施主体： えべっさんの酒実行委員会 事業期間： 昭和 62 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
西宮市内の酒造会社が連携し、統一ラベル、統一規格の日本酒を製造し、西宮神社の「十日
戎」を中心とした時期に限定販売する。

事業⑮： 灘の酒蔵通り

実施主体： 灘五郷酒造組合 事業期間： 平成 22 年度 ～ 令和 年度

事業概要： 北野工房のまちにおける灘の酒のアンテナショップの運営

事業⑯： 「灘の生一本」販売

実施主体： 灘酒研究会 事業期間： 平成 23 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
灘酒研究会（灘五郷酒造組合加盟の酒造会社の醸造技術者が集結）で酒質審査された日本酒
を、統一ラベル「灘の生一本」として製造・販売（9月中旬）

事業⑰： 灘の酒蔵探訪

実施主体： 神戸観光局、西宮観光協会 事業期間： 平成 11 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
東灘区・灘区・西宮市の酒蔵地域の酒造メーカー・組合・観光施設等が連携、スタンプラリー
や酒蔵開放等を実施。土・日・祝日には、灘の酒蔵を巡るバスも運行（10月中旬～11月中旬）

事業⑱： おとな旅・神戸

実施主体： 神戸観光局 事業期間： 平成 25 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
有料の観光プログラム各種を販売するおとな旅・神戸において、灘の酒をテーマとしたプログ
ラムがある。

事業⑲： まちたびにしのみや～酒蔵地帯まちあるき、酒蔵見学（兵庫県補助有）

実施主体： 西宮観光協会 事業期間： 平成 27 年度 ～ 令和 年度

事業概要： 事前申込制･有料の観光プログラム各種（前身の「西宮まちたび博」は平成23年から）

事業⑳： 西宮の宮子さんじっくり酒蔵めぐり（兵庫県補助有）

実施主体： 西宮日本酒振興連絡会 事業期間： 平成 29 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
酒造会社アンテナショップ６店舗が連携し、四季を通じて開催される西宮の酒蔵を巡るツ
アー、酒蔵ならではの利き酒セット販売など。

様式４（別紙③）様式４（別紙③）



　

事業概要：
外国人観光客向けに「清酒発祥の地　伊丹」「伊丹で体験する日本文化」をテーマにした多言
語Ｗｅｂサイトの運用、鏡開き等をテーマにした体験メニューの販売、Free Wi-Fiの運営を実
施している。

 （７）その他事業

事業㉑： 西宮酒蔵ミニツアー

実施主体： 西宮観光協会 事業期間： 平成 29 年度 ～ 令和 年度

事業概要： 4～11、1～3月の第2・第4土曜日に実施されるボランティアガイドによる無料ミニツアー

事業㉒： 宮水まつり

実施主体： 宮水まつり実行委員会 事業期間： 平成 元 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
「灘の酒」の重要な原材料である「宮水」発祥の地において、日本酒の良作を祈願する神事
（１０月に開催）

事業㉓： 蔵びらき・蔵まつり

実施主体： 各酒造会社 事業期間： 平成 8 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
酒造会社が敷地を開放して開催する試飲・販売・工場見学等を実施するイベント（１０～１
１、１～４月に開催）

事業㉔： 灘の酒と食フェスティバル

実施主体： 神戸ファッション協会、灘五郷酒造組合 事業期間： 平成 6 年度 ～ 令和 年度

事業概要： 灘の酒と兵庫県・神戸市の食のＰＲを目的としたイベント（１０月頃に開催）

事業㉕： 西宮酒ぐらルネサンスと食フェア（兵庫県補助有）

実施主体： 西宮酒ぐらルネサンスと食フェア実行委員会 事業期間： 平成 9 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
西宮商工会議所が事務局。西宮酒造家十日会、西宮観光協会、西宮市が実行委員会を構成。西
宮の地場産品である日本酒と、市内食産業のＰＲを目的としたイベント（１０月に開催）

事業㉖： 七夕イベント（兵庫県補助有）

実施主体： 灘五郷酒造組合 事業期間： 平成 29 年度 ～ 令和 年度

事業概要： 灘の酒のPRを目的とした試飲イベント（７月頃に開催）

事業㉗： 伊丹まちなかバル

実施主体： 伊丹市中心市街地活性化協議会 事業期間： 平成 21 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
まちの活性化を目指した”食べ歩き・飲み歩き”のイベント。毎年春と夏に開催。5枚つづりの
チケットで店を渡り歩く。ガイドブックで伊丹の清酒が飲めるお店を紹介。

事業㉘： 鳴く虫と郷町

実施主体：
鳴く虫と郷町実行委員会・公益財団法人いたみ
文化・スポーツ財団・伊丹市

事業期間： 平成 18 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
虫の音色を楽しむ江戸時代の「虫聴き」を現代風にアレンジして伊丹郷町の風情を楽しむ様々
なイベント。「酒樽夜市」として伊丹の清酒を楽しむイベントも開催する。（９月に開催）

事業㉙： 伊丹市シティプロモーション環境整備事業

実施主体： 伊丹市 事業期間： 平成 28 年度 ～ 令和 年度

事業㉚： CMB　SAKE　Selection 2020審査会兵庫県開催

実施主体： 兵庫県 事業期間： 令和 2 年度 ～ 令和 年度

事業概要：
世界各国のジャーナリスト、ソムリエ、バイヤーなどが集うCMB　SAKE　Selection審査会を誘
致し、酒・酒米フォーラムなど関連行事を一体的に開催することで、国内外における日本酒の
新たな需要を創出するとともにその原料となる酒米の生産振興を図る。
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事業㉝：

実施主体： 事業期間： 平成 年度 ～ 令和 年度

事業㉞：

実施主体： 事業期間： 平成 年度 ～ 令和 年度

事業概要：

 （７）その他事業

事業㉛： にしのみや酒まつり

年度

事業概要： 西宮郷・今津郷の8つの蔵元が集まって開催される有料試飲会。（春と秋の年２回開催）

事業㉜：

実施主体： 事業期間： 平成 年度 ～ 令和 年度

実施主体： 株式会社阪急阪神百貨店 事業期間： 平成 27 年度 ～ 令和

事業概要：

事業㉟：

実施主体： 事業期間： 令和 年度 ～ 令和 年度

事業概要：

事業概要：

事業㊱：

実施主体： 事業期間： 令和 年度 ～ 令和 年度

事業概要：

事業㊲：

実施主体： 事業期間： 令和 年度 ～ 令和 年度

事業概要：

事業㊳：

実施主体： 事業期間： 令和 年度 ～ 令和 年度

事業概要：

事業㊴：

実施主体： 事業期間： 令和 年度 ～ 令和 年度

事業概要：

事業概要：

事業㊵：

実施主体： 事業期間： 令和 年度 ～ 令和 年度
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